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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

松下祐樹・教授 代議員 歯科基礎医学会

松下祐樹・教授 評議員 口腔病学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

松下祐樹・教授 Young Investigator Committee (YIC) 日本骨代謝学会

研　究　題　目

松下祐樹・教授 科学技術振興機構 代表
創発的支援事業　「間葉系幹細胞を基軸とし
たがんの進展メカニズムの解明と治療戦略」

松下祐樹・教授 中冨健康科学振興財団 研究助成 代表
骨格幹細胞の疲労による骨恒常性機構の破壊
メカニズムの解明

松下祐樹・教授 日本医療研究開発機構 代表

松下祐樹・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「多階層シ
ングルセル解析を応用した骨再生機構の解明
と新規再生療法の基盤構築」

松下祐樹・教授 日本学術振興会 代表

科学研究費助成事業　国際共同研究加速基金
(海外連携研究)「骨格幹細胞ダイナミクスの
解明 -幹細胞からがん幹細胞への悪性形質転
換-」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

松下祐樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「抜歯後
MRONJ発症機序の解明および予防策の確立」

松下祐樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「薬剤関連
顎骨壊死手術における適切な骨切除範囲決定
方法：多機関共同前向き研究」

松下祐樹・教授 8020推進財団 研究助成 代表
診療病状説明への医療用チャットボット導入
が拓く歯科医療DX

松下祐樹・教授 神澤医学研究振興財団 研究助成 代表
⾻の幹細胞の疲労による⾼・⽼年期⼥性の⾻
粗鬆症の発症と⾻折治癒遅延メカニズムの解
明

松下祐樹・教授 上原記念生命科学財団 研究助成 代表
間葉系幹細胞の光と影：がん幹細胞への悪性
形質転換」

松下祐樹・教授 細胞科学研究財団 研究助成 代表
シングルセル空間解析を活⽤したがん微⼩環
境の全容解明

難治性疾患実用化研究事業（病態・若手）
「重症型骨系統疾患タナトフォリック骨異形
成症における致死メカニズムの解明と治療基
盤の構築」

松下祐樹・教授
小児医学研究振興財団 小児科領
域全般研究助成金

代表
シングルセル空間解析と細胞運命解析を応用
した軟骨無形成症の病態解明と治療戦略の構
築

松下祐樹・教授 持田記念医学薬学振興財団 代表
研究助成　「超高齢社会における健康寿命延
伸のための時空間特異的骨格幹細胞の骨再生
医療展開」

松下祐樹・教授 小林財団 研究助成 代表
長崎オリジナル海洋微生物抽出物ライブラ
リーを用いた新規がん治療薬の開発

松下祐樹・教授 武田科学振興財団 研究助成 代表
がん微小環境におけるがん・間葉系幹細胞・
マクロファージの細胞運命と細胞間相互作用
の解明

松下祐樹・教授 長崎大学 代表
STAR創出プログラム　「⻑崎発の⾰新的な難
病治療戦略の構築 ‒「死ぬ病気」から「より
よく⽣きる」へ‒」
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特 許

その他
 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

森石武史・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「骨芽細胞
に分化する新規DMP1陽性未分化間葉系細胞の
表面マーカーと遺伝子発現解析」

森石武史・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「骨格系の
インディアンヘッジホッグ発現を司るエンハ
ンサークラスターの包括的理解」

松下祐樹・教授 長崎大学 代表

MIRAI-PH創出プログラム　「誰もが健康であ
り続ける社会の実現を⽬指して〜⼈間社会・
細胞社会における若い⼒のプラネタリーヘル
スへの貢献〜」

松尾友紀・技術職員 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「骨格系の
インディアンヘッジホッグ発現を司るエンハ
ンサークラスターの包括的理解」

折笠紫音・客員研究
員

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　研究活動スタート支援
細胞系譜追跡とシングルセル解析による成長
板静止軟骨細胞の多様性と機能の解明

野口東美・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「がんの骨
転移における間葉系幹細胞の細胞運命および
がんの進展メカニズムの包括的解明」

松尾友紀・技術職員 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「生体内で
Runx2の骨芽細胞・軟骨細胞における機能に必
須なエンハンサー領域の同定」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

森田淳平・客員研究
員

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「四次元的
細胞系譜追跡による軟骨無形成症のメカニズ
ム解明と治療応用」

松下祐樹・教授 東洋紡株式会社 骨補填材に関する研究

松下祐樹・教授 サイフューズ株式会社 新規骨再生治療法開発についての研究

松尾友紀・技術職員
骨形成促進用組成物、及び骨の
欠陥や不全を伴う疾患の予防又
は治療用医薬組成物

2024年6月24日 出願中 -

森石武史・助教
Bcl−xLトランスジェニック動物
およびその利用

2007年5月16日 2013年3月1日 特許第5207137号

森石武史・助教
Bcl−xLトランスジェニック動物
およびその利用

2007年5月16日 2007年11月22日 JP2007060472

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

松下祐樹・教授
研究を通じ医療の発展に貢献
を

長崎新聞 2024年4月29日

骨肉腫についての説明と現
在行っている研究について
説明を行った。

近藤圭太・大学院生
第66回歯科基礎医学会学術大会
モリタ優秀発表賞

歯科基礎医学会
学術大会で骨の成長に関する
優秀な発表を行ったため

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

森田淳平・客員研究
員

第83回日本矯正歯科学会学術大
会優秀発表賞

日本矯正歯科学会
学術大会で骨の発生に関する
優秀な発表を行ったため。
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